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益
城
町
で
ダ
イ
コ
ン
を
育
て
て
い
ま
す
。
26
年

前
に
家
業
を
継
ぐ
か
た
ち
で
就
農
し
「
生
活
の
中

で
必
ず
食
べ
る
作
物
を
」
と
ダ
イ
コ
ン
栽
培
を
始

め
ま
し
た
。

　

ダ
イ
コ
ン
栽
培
の
こ
だ
わ
り
は
土
づ
く
り
で
す
。

緑
肥
を
す
き
込
ん
だ
栄
養
た
っ
ぷ
り
の
土
に
、
さ
ら

に
堆
肥
と
ぼ
か
し
と
呼
ば
れ
る
有
機
肥
料
を
組
み
合

わ
せ
、
連
作
障
害
に
負
け
な
い
元
気
な
土
を
作
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
品
質
を
落
と
さ
な
い
よ
う
選
別
・

出
荷
の
工
程
も
丁
寧
に
し
て
い
る
の
で
、
加
工
用
ダ

イ
コ
ン
を
出
荷
し
て
い
る
加
工
業
者
さ
ん
か
ら
「
森
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益
城
町森

本　

立
雄
さ
ん（
51
）

森
本
奈
々
美
さ
ん（
48
）

ヴ
ー
・
テ
ィ
・
ト
ゥ
イ
さ
ん（
30
）

レ
・
テ
ィ
・
テ
ュ
・
ウ
エ
ン
さ
ん（
19
）

本
さ
ん
の
ダ
イ
コ
ン
は
品
質
が
一
定
だ
か
ら
加
工
し

や
す
い
で
す
」
と
言
わ
れ
た
時
は
嬉
し
か
っ
た
で
す

ね
。
就
農
当
時
目
標
と
し
て
い
た
「
作
付
面
積
10
ヘ

ク
タ
ー
ル
」
も
達
成
し
、
ほ
っ
と
一
息
つ
い
て
い
た

去
年
の
９
月
、
う
ち
へ
遠
い
国
か
ら
新
た
な
仲
間
が

や
っ
て
き
ま
し
た
。

　

ベ
ト
ナ
ム
か
ら
農
業
を
学
び
に
や
っ
て
き
た
ト

ゥ
イ
さ
ん
と
ウ
エ
ン
さ
ん
で
す
。
２
人
は
平
成
30

年
９
月
に
、
ダ
イ
コ
ン
部
会
が
外
部
の
監
理
団
体

を
通
し
て
受
け
入
れ
を
開
始
し
た
、
技
能
実
習
生

10
名
の
う
ち
の
２
名
で
す
。
実
習
で
は
作
物
の
収

穫
、
洗
浄
、
箱
詰
め
、
選
果
な
ど
、
農
業
を
ま
ん
べ

ん
な
く
学
べ
る
よ
う
様
々
な
項
目
を
教
え
て
い
ま

す
。
仕
事
も
日
本
語
も
ぐ
ん
ぐ
ん
上
達
し
て
い

て
、
そ
の
成
長
・
意
欲
に
は
目
を
見
張
る
も
の
が

あ
り
ま
す
。
受
入
れ
当
初
は
、
言
語
も
生
活
様
式

も
違
う
慣
れ
な
い
土
地
で
は
色
々
と
不
安
も
多
い

の
で
は
と
心
配
で
し
た
。
し
か
し
監
理
団
体
か
ら

月
に
１
度
、
ベ
ト
ナ
ム
語
の
通
訳
の
方
が
２
人
を

尋
ね
相
談
に
乗
っ
て
く
れ
る
な
ど
、
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

体
制
も
整
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
安
心
し
て
実

習
で
き
て
い
ま
す
。
ト
ゥ
イ
さ
ん
と
ウ
エ
ン
さ
ん

は
あ
と
２
年
と
少
し
で
帰
国
し
ま
す
が
、
ま
た
実

習
生
の
方
に
来
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま

す
。

特集 公式ＨＰ
　リニューアル！

ト
ゥ
イ
さ
ん
と
ウ
エ
ン
さ
ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
！

Ｑ
．
実
習
で
楽
し
い
こ
と
は
な
ん
で
す
か
？

ダ
イ
コ
ン
な
ど
を
収
穫
す
る
の
が
楽
し
い
で
す
。

Ｑ
．
実
習
中
、
難
し
い
時
は
あ
り
ま
す
か
？

ダ
イ
コ
ン
の
箱
詰
め
の
時
で
す
。
８
本
入
り
の
箱
、

10
本
入
り
の
箱
と
い
う
風
に
箱
に
も
い
く
つ
か
種
類

が
あ
っ
て
、
詰
め
る
箱
の
種
類
に
合
っ
た
ダ
イ
コ
ン

を
選
ぶ
た
め
に
「
こ
の
ダ
イ
コ
ン
は
Ｌ
か
な
、
２
Ｌ

か
な
」
と
サ
イ
ズ
を
判
断
し
ま
す
。
こ
こ
が
難
し
い

で
す
。

Q
．
な
ぜ
農
業
を
学
ぶ
場
所
に
日
本
を
選
ん
だ
の
で
す
か
？

日
本
に
来
て
、
日
本
で
し
か
で
き
な
い
経
験
を
し
て

み
た
か
っ
た
か
ら
で
す
。

作付け面積

ダイコン（12ha）

ベビーリーフ（1.2ha）
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６
月
18
日
、
山
都
町
の

清
和
野
菜
選
果
場
で
令

和
元
年
度
ト
マ
ト
部
会

出
荷
査
定
会
を
開
き
、
販

売
計
画
や
出
荷
基
準
な
ど

を
確
認
し
ま
し
た
。
令
和

元
年
度
は
出
荷
量
４
１
０

０
ト
ン
、
取
扱
高
13
億
１

２
０
０
万
円
を
目
指
し
ま

す
。

　

山
都
町
を
中
心
と
し

た
第
３
営
農
セ
ン
タ
ー
管
内
は
夏
秋
野
菜
の
生
産
が
盛
ん

な
地
域
で
、
令
和
元
年
度
は
夏
秋
野
菜
全
体
で
１
万
１
４

９
ト
ン
、
取
扱
高
24
億
９
９
０
０
万
円
を
目
標
と
し
て
い

ま
す
。
こ
の
内
ト
マ
ト
は
数
量
、
金
額
共
に
半
数
を
占
め
て

お
り
、
最
盛
期
の
８
月
は
日
量
約
１
４
０
０
０
ケ
ー
ス
（
１

ケ
ー
ス
４
キ
ロ
）
の
出
荷
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

査
定
会
で
は
よ
り
新
鮮
な
ト
マ
ト
を
販
売
す
る
た
め
、

ト
マ
ト
の
集
荷
か
ら
市
場
に
届
く
ま
で
の
フ
ロ
ー
を
見
直

し
て
到
着
に
か
か
る
時
間
を
短
縮
し
、
集
荷
当
日
の
夕
方

に
は
市
場
へ
着
く
よ
う
調
整
す
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
も

説
明
。
出
荷
コ
ン
テ
ナ
数
を
デ
ー
タ
で
一
括
管
理
す
る
「
よ

か
く
ま
シ
ス
テ
ム
」
の
活
用
な
ど
と
あ
わ
せ
て
集
出
荷
体

制
の
効
率
化
を
進
め
、
高
品
質
ト
マ
ト
の
安
定
出
荷
を
さ

ら
に
徹
底
し
て
い
く
方
針
で
す
。

JA自己改革JA自己改革
所得増大所得増大

JA自己改革JA自己改革
所得増大所得増大

JA自己改革JA自己改革
所得増大所得増大

　

水
不
足
で
田
植
え
に
影
響
が
出
て
い
た
中
、
遅
れ
た
梅
雨
入
り
と
な
り
ま
し
た
が
、
６
月
29
日
か
ら
の
大
雨
に

よ
り
県
内
各
地
で
警
戒
レ
ベ
ル
４
が
発
令
さ
れ
、
Ｊ
Ａ
か
み
ま
し
き
管
内
で
も
不
安
な
時
を
過
ご
さ
れ
た
方
も
多

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
７
月
２
日
現
在
、
水
田
の
冠
水
が
平
坦
４
町
で
約
１
５
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
、
ニ

ラ
、
甘
長
唐
辛
子
等
で
の
冠
水
が
報
告
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。
今
後
も
大
雨
予
想
が
出
て
い
ま
す
の
で
最
大
の
注

意
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。
大
き
な
被
害
に
な
ら
な
い
様
、
願
う
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

今
月
号
で
は
平
成
30
年
度
産
主
食
用
米
の
情
勢
に
つ
い
て
報
告
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
減
反
、
い
わ
ゆ
る
生
産

調
整
が
廃
止
に
な
っ
た
中
で
、
全
国
の
作
付
面
積
は
前
年
に
比
べ
１
万
６
０
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
増
加
し
、
熊
本
県

に
お
い
て
も
１
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
作
付
増
加
し
ま
し
た
。
県
内
で
は
作
況
指
数
１
０
３
と
な
り
、
面
積
増
加
も
あ

り
前
年
比
１
２
０
０
ト
ン
増
の
１
７
万
９
０
０
ト
ン
の
収
穫
量
と
な
り
ま
し
た
。
作
付
面
積
３
万
２
３
０
０
ヘ
ク

タ
ー
ル
で
全
国
で
15
番
目
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
や
食
生
活
の
多
様
化
に
よ
り
、
国
民
１
人
あ
た
り
の
米
消
費
量
や
需
要
量
が
年
々
減
少
す
る
中
、

中
食
、
外
食
等
の
需
要
は
拡
大
し
て
い
る
状
況
で
、
各
都
道
府
県
に
よ
る
新
た
な
銘
柄
米
の
開
発
や
著
名
人
を
起

用
し
た
広
告
宣
伝
等
も
あ
り
、
主
食
用
米
の
産
地
間
競
争
が
激
化
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

く
ま
も
と
売
れ
る
米
づ
く
り
推
進
本
部
で
は
「
く
ま
も
と
の
米
・
麦
・
大
豆
魅
力
発
信
・
競
争
力
強
化
事
業
」

「
く
ま
も
と
の
米
新
産
地
育
成
戦
略
事
業
」
で
県
補
助
金
を
い
た
だ
き
、
ま
た
農
林
中
央
金
庫
か
ら
も
熊
本
連
携

協
力
支
援
事
業
で
予
算
支
援
を
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
特
色
あ
る
米
生
産
対
策
、
流
通
販
売
対
策
、
出
荷
対

策
、
消
費
拡
大
対
策
等
の
事
業
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

県
と
Ｊ
Ａ
が
一
緒
に
熊
本
県
産
米
の
Ｐ
Ｒ
、
認
知
度
向
上
、
幅
広
い
販
売
対
策
、
消
費
拡
大
イ
ベ
ン
ト
等
を
行

い
な
が
ら
産
地
間
競
争
に
負
け
な
い
よ
う
一
体
と
な
っ
て
事
業
展
開
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
県
も
、
主

要
農
産
物
種
子
法
廃
止
に
伴
い
、
種
子
生
産
地
を
守
る
た
め
県
予
算
を
増
や
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。
新
品
種
〝
く
ま
さ
ん
の
輝
き
〞
に
つ
い
て
は
、
令
和
元
年
、
２
年
の
作
付
予
定
は
決
ま
っ
て
お
り
、
そ
れ

以
降
は
状
況
を
見
て
方
向
を
決
定
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
価
値
を
落
と
さ
な
い
よ
う
、
し
っ
か
り
と
し

た
販
売
戦
略
の
も
と
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
米
の
将

来
を
考
え
る
時
、
人
口
減
少
、
高
齢
化
の
中
で
食
育
と
消
費
拡
大
が
重
要

な
取
り
組
み
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
国
民
１
人
当
た
り
の
年
間
消
費
量
は

昭
和
40
年
に
は
約
１
１
２
㎏
だ
っ
た
の
が
、
平
成
28
年
に
は
54
㎏
と
半
分

以
下
に
な
っ
て
い
ま
す
。
あ
わ
せ
て
朝
食
を
食
べ
な
い
欠
食
率
が
20
代
で

30
％
、
30
代
で
24
％
と
い
う
調
査
結
果
も
あ
り
、
若
い
世
代
で
３
〜
４
人

に
１
人
は
朝
食
を
と
ら
な
い
と
い
う
実
態
が
あ
り
ま
す
。
国
や
事
業
を
挙

げ
て
こ
の
問
題
に
向
き
合
う
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

平
和
で
飽
食
の
時
代
、
食
べ
物
の
重
要
性
、
国
内
生
産
の
大
事
さ
を
広

く
国
民
に
訴
え
て
い
く
こ
と
の
難
し
さ
を
感
じ
ま
す
が
、
粘
り
強
く
発
信

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
そ
れ
が
食
と
農
を
基
軸
と
し
た
Ｊ
Ａ
、
Ｊ
Ａ
グ

ル
ー
プ
の
役
割
で
あ
る
と
強
く
思
い
ま
す
。

今
月
の
挨
拶

代
表
理
事
組
合
長

梶
原　

哲

Ｊ
Ａ
か
み
ま
し
き
管
内
の

話
題
を
お
届
け
し
ま
す
！

か
み
ま
し
き

ニュ
ー
ス

かみましきニュース

ト
マ
ト
出
荷
査
定
会
開
催

高
品
質
ト
マ
ト
の
安
定
出
荷
目
指
す

管内のたんぼでは美味しいお米が育っています

　

７
月
に
夏
秋
キ
ャ
ベ
ツ
の
出
荷
ピ
ー
ク
を
控
え
た
キ
ャ

ベ
ツ
部
会
は
６
月
24
日
、
山
都
町
の
下
名
連
石
野
菜
集
荷

場
で
夏
秋
キ
ャ
ベ
ツ
の
出
荷
査
定
会
を
開
き
ま
し
た
。
部

会
全
体
で
出
荷
要
領
や
規
格
、
販
売
状
況
な
ど
の
情
報

を
共
有
し
、
選
別
を
よ
り
正
確
に
す
る
こ
と
で
高
品
質
キ

ャ
ベ
ツ
の
安
定
出
荷
を
目
指
し
ま
す
。

　

山
本
勝
洋
部
会
長
は
「
今
年
度
は
６
月
下
旬
の
今
時

点
で
日
量
約
３
０
０
０
ケ
ー
ス
（
１
ケ
ー
ス
10
㌔
）
が
出

る
な
ど
、
本
格
的
な
出
荷
が
す
で
に
始
ま
っ
て
お
り
出
荷

ピ
ー
ク
が
前
倒
し
に
な
る
予
想
」
と
あ
い
さ
つ
。
令
和
元

年
度
産
キ
ャ
ベ
ツ
の
販
売
状
況
に
関
し
て
は
、
４
月
か
ら

６
月
上
旬
に
か
け
て
の
約
２
カ
月
間
の
累
計
で
、
出
荷
量

約
５
５
５
㌧
（
前
年
対
比
92
％
）、
取
り
扱
い
額
約
４
６

４
４
万
円
（
前
年
対
比
１
３
２
％
）、
単
価
84
円
（
前
年

対
比
１
４
２
％
）
と
順
調
に
推
移
し
て
い
ま
す
。

カ
ボ
チ
ャ
出
荷
順
調

取
扱
額
４
０
０
０
万
円
目
標

キ
ャ
ベ
ツ
出
荷
査
定
会

　

６
月
28
日
、
嘉
島
町
民
会
館
ア
ク
ア
で
第
８
期
「
よ
か
よ
か 

う
ま
か 

女

性
大
学
」
の
入
校
式
と
、
初
回
講
座
「
豆
腐
と
和
菓
子
作
り
講
座
」
を
開

き
ま
し
た
。
同
大
学
は
「
Ｊ
Ａ
く
ら
し
の
活
動
」
の
一
環
と
し
て
毎
年
開

校
し
て
い
ま
す
。
22
人
が
受
講
す
る
今
期
は
、
例
年
人
気
の
高
い
料
理
講

座
に
加
え
て
Ａ
Ｅ
Ｄ
研
修
な
ど
新
し
い
分
野
の
学
び
も
盛
り
込
み
、
令
和

元
年
６
月
か
ら
令
和
２
年
３
月
ま
で
の
全
10
回
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

初
回
講
座
で
は
、
講
師
に
招
い
た

「
熊
本
食
の
名
人
」
河
原
君
代
氏
か
ら

地
元
の
大
豆
を
使
用
し
た
豆
腐
、
お
か

ら
ド
ー
ナ
ッ
ツ
、
豆
乳
を
練
り
こ
ん
だ

フ
ル
ー
ツ
大
福
な
ど
、
お
か
ず
か
ら
デ

ザ
ー
ト
ま
で
幅
広
い
大

豆
料
理
を
習
い
ま
し

た
。

　

次
回
は
７
月

「
夏
野
菜
料
理
講

座
」
で
す
。

く
ら
し
を
豊
か
に

　
　

第
８
期
女
性
大
学
開
校
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大福を綺麗に
まるめる参加者

トマトの品質向上・安定出荷に向けがんばろー！

　

カ
ボ
チ
ャ
が
順
調
に
出
荷
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
量
１
０

０
０
ケ
ー
ス
（
１
ケ
ー
ス
10
㌔
）
の
カ
ボ
チ
ャ
が
広
安
集

荷
場
に
持
ち
込
ま
れ
、
主
に
九
州
に
向
け
出
荷
。
管
内
の

カ
ボ
チ
ャ
は
共
同
販
売
に
よ
る
安
定
し
た
品
質
の
高
さ
か

ら
市
場
の
信
頼
が
厚
く
順
調
に
売
り
上
げ
を
伸
ば
し
て
い

ま
す
。
令
和
元
年
度
は
約
２
５
０
㌧
の
出
荷
、
取
扱
額
約

４
０
０
０
万
円
（
前
年
対
比
１
１
４
％
）
を
目
指
し
ま

す
。

　

県
内
で
共
同
販
売
を
行
っ
て
い
る
産
地
は
管
内
を
含
め

３
ヶ
所
で
、
出
荷
量
の
多
さ
は
管
内
が
ト
ッ
プ
。
高
品
質

で
高
単
価
な
カ
ボ
チ
ャ
の
生
産
の
た
め
、
産
地
全
体
で
適

期
収
穫
及
び
収
穫
後
の
１
週
間
か
ら
10
日
程
度
の
追
熟
を

徹
底
し
て
い
ま
す
。
第
１
、
第
２
営
農
セ
ン
タ
ー
管
内
で

は
30
人
の
生
産
者
が
主
に
「
え
び
す
」
と
栗
系
カ
ボ
チ
ャ

を
生
産
。
営
農
指
導
担
当
者
は
「
適
期
収
穫
と
追
熟
が
あ

る
も
の
と
な
い
も
の
で
は
10
㌔
あ
た
り
５
０
０
円
ほ
ど
の

価
格
差
が
あ
る
。
共
同
販
売
の
利
点
を
活
か
し
て
生
産
者

の
所
得
増
大
に
繋
げ
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

右を向いても左を向いてもカボチャ

出荷を待つキャベツ

第８期も楽しく学びます！

地域活性地域活性
JA自己改革JA自己改革



　

６
月
18
日
、
山
都
町
の

清
和
野
菜
選
果
場
で
令

和
元
年
度
ト
マ
ト
部
会

出
荷
査
定
会
を
開
き
、
販

売
計
画
や
出
荷
基
準
な
ど

を
確
認
し
ま
し
た
。
令
和

元
年
度
は
出
荷
量
４
１
０

０
ト
ン
、
取
扱
高
13
億
１

２
０
０
万
円
を
目
指
し
ま

す
。

　

山
都
町
を
中
心
と
し

た
第
３
営
農
セ
ン
タ
ー
管
内
は
夏
秋
野
菜
の
生
産
が
盛
ん

な
地
域
で
、
令
和
元
年
度
は
夏
秋
野
菜
全
体
で
１
万
１
４

９
ト
ン
、
取
扱
高
24
億
９
９
０
０
万
円
を
目
標
と
し
て
い

ま
す
。
こ
の
内
ト
マ
ト
は
数
量
、
金
額
共
に
半
数
を
占
め
て

お
り
、
最
盛
期
の
８
月
は
日
量
約
１
４
０
０
０
ケ
ー
ス
（
１

ケ
ー
ス
４
キ
ロ
）
の
出
荷
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

査
定
会
で
は
よ
り
新
鮮
な
ト
マ
ト
を
販
売
す
る
た
め
、

ト
マ
ト
の
集
荷
か
ら
市
場
に
届
く
ま
で
の
フ
ロ
ー
を
見
直

し
て
到
着
に
か
か
る
時
間
を
短
縮
し
、
集
荷
当
日
の
夕
方

に
は
市
場
へ
着
く
よ
う
調
整
す
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
も

説
明
。
出
荷
コ
ン
テ
ナ
数
を
デ
ー
タ
で
一
括
管
理
す
る
「
よ

か
く
ま
シ
ス
テ
ム
」
の
活
用
な
ど
と
あ
わ
せ
て
集
出
荷
体

制
の
効
率
化
を
進
め
、
高
品
質
ト
マ
ト
の
安
定
出
荷
を
さ

ら
に
徹
底
し
て
い
く
方
針
で
す
。

JA自己改革JA自己改革
所得増大所得増大

JA自己改革JA自己改革
所得増大所得増大

JA自己改革JA自己改革
所得増大所得増大

　

水
不
足
で
田
植
え
に
影
響
が
出
て
い
た
中
、
遅
れ
た
梅
雨
入
り
と
な
り
ま
し
た
が
、
６
月
29
日
か
ら
の
大
雨
に

よ
り
県
内
各
地
で
警
戒
レ
ベ
ル
４
が
発
令
さ
れ
、
Ｊ
Ａ
か
み
ま
し
き
管
内
で
も
不
安
な
時
を
過
ご
さ
れ
た
方
も
多

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
７
月
２
日
現
在
、
水
田
の
冠
水
が
平
坦
４
町
で
約
１
５
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
、
ニ

ラ
、
甘
長
唐
辛
子
等
で
の
冠
水
が
報
告
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。
今
後
も
大
雨
予
想
が
出
て
い
ま
す
の
で
最
大
の
注

意
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。
大
き
な
被
害
に
な
ら
な
い
様
、
願
う
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

今
月
号
で
は
平
成
30
年
度
産
主
食
用
米
の
情
勢
に
つ
い
て
報
告
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
減
反
、
い
わ
ゆ
る
生
産

調
整
が
廃
止
に
な
っ
た
中
で
、
全
国
の
作
付
面
積
は
前
年
に
比
べ
１
万
６
０
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
増
加
し
、
熊
本
県

に
お
い
て
も
１
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
作
付
増
加
し
ま
し
た
。
県
内
で
は
作
況
指
数
１
０
３
と
な
り
、
面
積
増
加
も
あ

り
前
年
比
１
２
０
０
ト
ン
増
の
１
７
万
９
０
０
ト
ン
の
収
穫
量
と
な
り
ま
し
た
。
作
付
面
積
３
万
２
３
０
０
ヘ
ク

タ
ー
ル
で
全
国
で
15
番
目
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
や
食
生
活
の
多
様
化
に
よ
り
、
国
民
１
人
あ
た
り
の
米
消
費
量
や
需
要
量
が
年
々
減
少
す
る
中
、

中
食
、
外
食
等
の
需
要
は
拡
大
し
て
い
る
状
況
で
、
各
都
道
府
県
に
よ
る
新
た
な
銘
柄
米
の
開
発
や
著
名
人
を
起

用
し
た
広
告
宣
伝
等
も
あ
り
、
主
食
用
米
の
産
地
間
競
争
が
激
化
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

く
ま
も
と
売
れ
る
米
づ
く
り
推
進
本
部
で
は
「
く
ま
も
と
の
米
・
麦
・
大
豆
魅
力
発
信
・
競
争
力
強
化
事
業
」

「
く
ま
も
と
の
米
新
産
地
育
成
戦
略
事
業
」
で
県
補
助
金
を
い
た
だ
き
、
ま
た
農
林
中
央
金
庫
か
ら
も
熊
本
連
携

協
力
支
援
事
業
で
予
算
支
援
を
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
特
色
あ
る
米
生
産
対
策
、
流
通
販
売
対
策
、
出
荷
対

策
、
消
費
拡
大
対
策
等
の
事
業
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

県
と
Ｊ
Ａ
が
一
緒
に
熊
本
県
産
米
の
Ｐ
Ｒ
、
認
知
度
向
上
、
幅
広
い
販
売
対
策
、
消
費
拡
大
イ
ベ
ン
ト
等
を
行

い
な
が
ら
産
地
間
競
争
に
負
け
な
い
よ
う
一
体
と
な
っ
て
事
業
展
開
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
県
も
、
主

要
農
産
物
種
子
法
廃
止
に
伴
い
、
種
子
生
産
地
を
守
る
た
め
県
予
算
を
増
や
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。
新
品
種
〝
く
ま
さ
ん
の
輝
き
〞
に
つ
い
て
は
、
令
和
元
年
、
２
年
の
作
付
予
定
は
決
ま
っ
て
お
り
、
そ
れ

以
降
は
状
況
を
見
て
方
向
を
決
定
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
価
値
を
落
と
さ
な
い
よ
う
、
し
っ
か
り
と
し

た
販
売
戦
略
の
も
と
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
米
の
将

来
を
考
え
る
時
、
人
口
減
少
、
高
齢
化
の
中
で
食
育
と
消
費
拡
大
が
重
要

な
取
り
組
み
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
国
民
１
人
当
た
り
の
年
間
消
費
量
は

昭
和
40
年
に
は
約
１
１
２
㎏
だ
っ
た
の
が
、
平
成
28
年
に
は
54
㎏
と
半
分

以
下
に
な
っ
て
い
ま
す
。
あ
わ
せ
て
朝
食
を
食
べ
な
い
欠
食
率
が
20
代
で

30
％
、
30
代
で
24
％
と
い
う
調
査
結
果
も
あ
り
、
若
い
世
代
で
３
〜
４
人

に
１
人
は
朝
食
を
と
ら
な
い
と
い
う
実
態
が
あ
り
ま
す
。
国
や
事
業
を
挙

げ
て
こ
の
問
題
に
向
き
合
う
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

平
和
で
飽
食
の
時
代
、
食
べ
物
の
重
要
性
、
国
内
生
産
の
大
事
さ
を
広

く
国
民
に
訴
え
て
い
く
こ
と
の
難
し
さ
を
感
じ
ま
す
が
、
粘
り
強
く
発
信

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
そ
れ
が
食
と
農
を
基
軸
と
し
た
Ｊ
Ａ
、
Ｊ
Ａ
グ

ル
ー
プ
の
役
割
で
あ
る
と
強
く
思
い
ま
す
。

今
月
の
挨
拶

代
表
理
事
組
合
長

梶
原　

哲

Ｊ
Ａ
か
み
ま
し
き
管
内
の

話
題
を
お
届
け
し
ま
す
！

か
み
ま
し
き
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ー
ス
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品
質
ト
マ
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の
安
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す

管内のたんぼでは美味しいお米が育っています
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月
に
夏
秋
キ
ャ
ベ
ツ
の
出
荷
ピ
ー
ク
を
控
え
た
キ
ャ

ベ
ツ
部
会
は
６
月
24
日
、
山
都
町
の
下
名
連
石
野
菜
集
荷

場
で
夏
秋
キ
ャ
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ツ
の
出
荷
査
定
会
を
開
き
ま
し
た
。
部

会
全
体
で
出
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要
領
や
規
格
、
販
売
状
況
な
ど
の
情
報

を
共
有
し
、
選
別
を
よ
り
正
確
に
す
る
こ
と
で
高
品
質
キ

ャ
ベ
ツ
の
安
定
出
荷
を
目
指
し
ま
す
。

　

山
本
勝
洋
部
会
長
は
「
今
年
度
は
６
月
下
旬
の
今
時

点
で
日
量
約
３
０
０
０
ケ
ー
ス
（
１
ケ
ー
ス
10
㌔
）
が
出

る
な
ど
、
本
格
的
な
出
荷
が
す
で
に
始
ま
っ
て
お
り
出
荷

ピ
ー
ク
が
前
倒
し
に
な
る
予
想
」
と
あ
い
さ
つ
。
令
和
元

年
度
産
キ
ャ
ベ
ツ
の
販
売
状
況
に
関
し
て
は
、
４
月
か
ら

６
月
上
旬
に
か
け
て
の
約
２
カ
月
間
の
累
計
で
、
出
荷
量

約
５
５
５
㌧
（
前
年
対
比
92
％
）、
取
り
扱
い
額
約
４
６

４
４
万
円
（
前
年
対
比
１
３
２
％
）、
単
価
84
円
（
前
年

対
比
１
４
２
％
）
と
順
調
に
推
移
し
て
い
ま
す
。

カ
ボ
チ
ャ
出
荷
順
調

取
扱
額
４
０
０
０
万
円
目
標

キ
ャ
ベ
ツ
出
荷
査
定
会

　

６
月
28
日
、
嘉
島
町
民
会
館
ア
ク
ア
で
第
８
期
「
よ
か
よ
か 

う
ま
か 

女

性
大
学
」
の
入
校
式
と
、
初
回
講
座
「
豆
腐
と
和
菓
子
作
り
講
座
」
を
開

き
ま
し
た
。
同
大
学
は
「
Ｊ
Ａ
く
ら
し
の
活
動
」
の
一
環
と
し
て
毎
年
開

校
し
て
い
ま
す
。
22
人
が
受
講
す
る
今
期
は
、
例
年
人
気
の
高
い
料
理
講

座
に
加
え
て
Ａ
Ｅ
Ｄ
研
修
な
ど
新
し
い
分
野
の
学
び
も
盛
り
込
み
、
令
和

元
年
６
月
か
ら
令
和
２
年
３
月
ま
で
の
全
10
回
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

初
回
講
座
で
は
、
講
師
に
招
い
た

「
熊
本
食
の
名
人
」
河
原
君
代
氏
か
ら

地
元
の
大
豆
を
使
用
し
た
豆
腐
、
お
か

ら
ド
ー
ナ
ッ
ツ
、
豆
乳
を
練
り
こ
ん
だ

フ
ル
ー
ツ
大
福
な
ど
、
お
か
ず
か
ら
デ

ザ
ー
ト
ま
で
幅
広
い
大

豆
料
理
を
習
い
ま
し

た
。

　

次
回
は
７
月

「
夏
野
菜
料
理
講

座
」
で
す
。

く
ら
し
を
豊
か
に

　
　

第
８
期
女
性
大
学
開
校
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大福を綺麗に
まるめる参加者

トマトの品質向上・安定出荷に向けがんばろー！

　

カ
ボ
チ
ャ
が
順
調
に
出
荷
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
量
１
０

０
０
ケ
ー
ス
（
１
ケ
ー
ス
10
㌔
）
の
カ
ボ
チ
ャ
が
広
安
集

荷
場
に
持
ち
込
ま
れ
、
主
に
九
州
に
向
け
出
荷
。
管
内
の

カ
ボ
チ
ャ
は
共
同
販
売
に
よ
る
安
定
し
た
品
質
の
高
さ
か

ら
市
場
の
信
頼
が
厚
く
順
調
に
売
り
上
げ
を
伸
ば
し
て
い

ま
す
。
令
和
元
年
度
は
約
２
５
０
㌧
の
出
荷
、
取
扱
額
約

４
０
０
０
万
円
（
前
年
対
比
１
１
４
％
）
を
目
指
し
ま

す
。

　

県
内
で
共
同
販
売
を
行
っ
て
い
る
産
地
は
管
内
を
含
め

３
ヶ
所
で
、
出
荷
量
の
多
さ
は
管
内
が
ト
ッ
プ
。
高
品
質

で
高
単
価
な
カ
ボ
チ
ャ
の
生
産
の
た
め
、
産
地
全
体
で
適

期
収
穫
及
び
収
穫
後
の
１
週
間
か
ら
10
日
程
度
の
追
熟
を

徹
底
し
て
い
ま
す
。
第
１
、
第
２
営
農
セ
ン
タ
ー
管
内
で

は
30
人
の
生
産
者
が
主
に
「
え
び
す
」
と
栗
系
カ
ボ
チ
ャ

を
生
産
。
営
農
指
導
担
当
者
は
「
適
期
収
穫
と
追
熟
が
あ

る
も
の
と
な
い
も
の
で
は
10
㌔
あ
た
り
５
０
０
円
ほ
ど
の

価
格
差
が
あ
る
。
共
同
販
売
の
利
点
を
活
か
し
て
生
産
者

の
所
得
増
大
に
繋
げ
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

右を向いても左を向いてもカボチャ

出荷を待つキャベツ

第８期も楽しく学びます！

地域活性地域活性
JA自己改革JA自己改革



　

大
豆
の
収
量
増
加
と
品
質
向
上
を
目
指
し
14
日
、
摘

芯
作
業
の
導
入
で
ど
の
程
度
収
量
が
伸
び
る
か
確
認
す
る

実
地
試
験
の
一
環
で
、
嘉
島
町
の
嘉
島
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
近
く
の
圃
場
で
新
型
ト
ラ
ク
タ
ー
に
よ
る
実
演

会
を
開
き
ま
し
た
。
摘
芯
を
行
う
こ
と
で
収
量
増
加
、
品

質
向
上
を
狙
う
と
と
も
に
、
新
型
ト
ラ
ク
タ
ー
に
よ
る
生

産
者
の
省
力
化
も
視
野
に
試
験
を
進
め
ま
す
。

　

今
回
試
用
し
た
新
型
ト
ラ
ク
タ
ー
は
ク
ボ
タ
の
「
一

発
耕
起
播
種
機　

ト
リ
プ
ル
エ
コ
ロ
ジ
ー
」
で
、
耕
起
、

種
蒔
き
、
除
草
な
ど
の
複
数
の
作
業
を
一
度
に
行
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。
種
蒔
き
ま
で
の
作
業
時
間
を
大
幅
に

短
縮
で
き
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
従
来
７
月
中
旬
か
ら

８
月
頃
に
行
っ
て
い
た
種
蒔
き
を
６
月
に
１
ヶ
月
程
度

前
倒
し
し
、
よ
り
長
く
伸
び
る
よ
う
大
豆
の
成
長
を
促

進
、
７
月
に
摘
芯
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
収
穫
時
期
も

11
月
中
旬
か
ら
上

旬
へ
と
15
日
ほ
ど

早
ま
る
た
め
、
同
じ

畑
で
次
に
栽
培
す

る
作
物
へ
の
移
行

作
業
も
ス
ム
ー
ズ

に
な
る
な
ど
、
年
間

を
通
し
た
作
業
効

率
ア
ッ
プ
に
繋
が
る

と
担
当
者
は
見
込

ん
で
い
ま
す
。

生産拡大生産拡大
JA自己改革JA自己改革

地域活性地域活性
JA自己改革JA自己改革

JA自己改革JA自己改革
所得増大所得増大

JA自己改革JA自己改革
所得増大所得増大

JA自己改革JA自己改革
所得増大所得増大

かみましきニュース かみましきニュース

　

６
月
16
日
の

「
父
の
日
」
を

前
に
、
14
日
、

本
所
を
訪
れ
た

同
Ｊ
Ａ
酪
農
部

会
女
性
部
は
牛

乳
の
消
費
拡
大

に
向
け
た
「
父

の
日
に
乳
（
ち

ち
）
を
贈
ろ

う
！
」
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
の
一
環

と
し
て
牛
乳
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し

ま
し
た
。
同
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
ら
く
の
う
マ
ザ
ー
ズ
と

熊
本
県
酪
農
女
性
部
協
議
会
が
主
催
し
平
成
10
年
か
ら

取
り
組
ん
で
い
る
も
の
。
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
定
着
に
よ

る
牛
乳
の
消
費
拡
大
を
目
指
し
ま
す
。

　

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
９
０
０
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
の
瓶
入
り

牛
乳
は
ミ
ル
ク
缶
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
発
泡
ス
チ
ロ
ー

ル
の
入
れ
物
が
特
徴
的
。
１
本
６
０
０
円
（
税
込
）

で
、
管
内
か
ら
は
父
の
日
に
合
わ
せ
８
４
２
本
の
注
文

が
届
き
ま
し
た
。

父
の
日
に
牛
乳
を
贈
ろ
う
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テ
レ
ビ
で
ミ
ニ
ト
マ
ト
を

Ｐ
Ｒ

大
豆
新
型
ト
ラ
ク
タ
ー
実
演
会

早
期
種
蒔
き
で
収
量
増
加

　

６
月
13
日
、
食
と
農
を
つ
な
ぐ
農
業
応
援
番
組
「
伴 

都
美
子
と
A
g
r
i 

d
e 

キ
ッ
チ
ン
」
の
撮
影
が
、
嘉
島

町
の
ミ
ニ
ト
マ
ト
農
家 

藤
瀨 

修
さ
ん
の
ハ
ウ
ス
で
あ
り

ま
し
た
。

　

８
種
類
の
ミ
ニ
ト
マ
ト
を
栽
培
さ
れ
て
い
る
藤
瀨
さ
ん

一
家
は
、
２
０
１
３
年
に
農
林
水
産
省
か
ら
表
彰
を
受
け

る
な
ど
先
進
的
な
ミ
ニ
ト
マ
ト
栽
培
に
取
り
組
ま
れ
て
い

ま
す
。
撮
影
で
は
ハ
ウ
ス
や
品
種
に
対
す
る
工
夫
や
、
ミ

ニ
ト
マ
ト
に
か
け
る
想
い
を
お
話
し
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
番
組
は
２
週
構
成
と
な
っ
て
い
て
、
１
週
目
に
生
産

者
と
農
畜
産
物
、
２
週
目
に
そ
の
農
畜
産
物
を
使
っ
た
料

理
を
紹
介
。
視
聴
者
が
「
美
味
し
そ
う
」
「
作
っ
て
み
よ

う
」
と
感
じ
る
情
報
を
発
信
し
、
農
畜
産
物
の
消
費
拡
大

や
生
産
者
の
所
得
増
大
へ
と
繋
げ
て
い
き
ま
す
。

藤瀨さんのミニトマトハウスで
収獲風景を撮影中

可愛いボトルでプレゼント

新型トラクターの効果を確かめます

ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
か
ら

Ｊ
Ａ
視
察

ダ
イ
コ
ン
部
会
・ベ
ト
ナ
ム
か
ら

技
能
実
習
生
受
け
入
れ

青
壮
年
部
矢
部
支
部
が

テ
レ
ビ
で
農
業
の
魅
力
を
発
信

　

５
月
29
日
、
タ
レ
ン
ト
の
間
寛
平
さ
ん
と
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
の
寺
田
菜
々
海
さ
ん
主
演
の
バ
ラ
エ
テ
ィ
番
組

「
寛
平
ち
ゃ
ん
・
菜
々
海
の
ぶ
ら
り
旅 

熊
本
が
い
い
〜

の
」
の
取
材
が
山
都
町
で
あ
り
、
当
Ｊ
Ａ
青
壮
年
部
矢

部
支
部
が
出
演
。
主
演
の
２
人
と
通
潤
橋
の
下
で
田
植

え
体
験
を
す
る
な
ど
山
都
町
農
業
の
魅
力
を
発
信
し
ま

し
た
。

　

同
番
組
は
テ
レ
ビ
熊
本
で
毎
月
１
回
、
火
曜
日
の
19

時
か
ら
放
送
さ
れ
ま
す
。
青
壮
年
部
矢
部
支
部
が
出
演

し
た
第
３
回
「
山
都
町
を
ぶ
ら
り
」
は
６
月
11
日
に
放

送
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
Ｊ
Ａ
の
ダ
イ
コ

ン
部
会
で
は
、
外
部

の
監
理
団
体
を
通
し

て
、
ベ
ト
ナ
ム
か
ら

５
戸
の
ダ
イ
コ
ン
農

家
に
10
名
の
技
能
実

習
生
を
受
け
入
れ

し
、
農
業
の
技
術
指

導
を
し
て
い
ま
す
。

地
域
の
高
齢
化
な
ど

に
よ
る
人
手
不
足
解

消
に
繋
げ
た
い
考
え

で
す
。

　

実
習
生
は
２
人
ず

つ
各
農
家
に
配
属
さ
れ
、
ダ
イ
コ
ン
の
収
穫
や
箱
詰

め
、
出
荷
作
業
な
ど
を
学
ん
で
い
ま
す
。

　

国
の
外
国
人
技
能
実
習
制
度
は
３
年
間
の
実
習
期
間

を
設
け
て
お
り
、
日
本
の
農
業
技
術
の
伝
達
に
よ
る
国

際
農
業
の
振
興
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
実
習
１
年
目

を
「
第
１
号
生
」
と
呼
び
、
試
験
に
よ
っ
て
実
習
開
始
時

に
立
て
た
自
身
の
目
標
を
達
成
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ

れ
ば
「
第
２
号
生
」
と
な
っ
て
２
年
目
、
３
年
目
の
実
習

が
可
能
に
な
り
ま
す
。
５
月
31
日
、
当
Ｊ
Ａ
の
本
所
で

こ
の
第
２
号
生
に
な
る
た
め
の
試
験
が
開
か
れ
、
受
験

し
た
実
習
生
た
ち
は
日
本
で
さ
ら
な
る
農
業
技
術
を
身

に
つ
け
る
べ
く
筆
記
試
験
に
挑
み
ま
し
た
。
熊
本
県
内

で
は
農
業
関
係
機
関
で
約
２
０
０
０
人
の
実
習
生
を
受

け
入
れ
て
い
ま
す
。

試験終了後記念撮影

田植え体験楽しかった！記念にはいチーズ！

　

７
月
９
日
、
国
際
協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
の
「
農

民
組
織
の
設
立
・
強
化
」
コ
ー
ス
現
地
研
修
の
一
環
と

し
て
、
ア
ジ
ア
や
ア
フ
リ
カ
の
研
修
生
11
名
が
益
城
総

合
支
所
を
訪
れ
ま
し
た
。
自
国
で
農
業
協
同
組
合
を
組

織
、
ま
た
は
発
展
さ
せ
る
べ
く
、
日
本
の
Ｊ
Ａ
を
視
察

し
、
組
織
の
在
り
方
や
選
果
場
な
ど
の
運
営
に
つ
い
て

学
び
ま
し
た
。

　

熊
本
地
震
で
の
農
業
被
害
や
当
Ｊ
Ａ
の
対
応
に
つ
い

て
話
を
聞
い
た
後
、
西
瓜
選
果
場
を
視
察
。
選
果
場
の

設
備
の
充
実
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
ス
イ
カ
が
12
月
〜

６
月
と
長
期
に
わ
た
り
出
荷
さ
れ
続
け
る
こ
と
に
驚

き
、
１
つ
の
作
物
で
品
種
を
変
え
な
が
ら
、
収
穫
と
栽

培
を
同
時
進
行
さ
せ
る
手
法
に
強
い
関
心
を
抱
い
た
様

子
で
し
た
。

西瓜選果場の説明を受ける参加者

ち　

ち



　

大
豆
の
収
量
増
加
と
品
質
向
上
を
目
指
し
14
日
、
摘

芯
作
業
の
導
入
で
ど
の
程
度
収
量
が
伸
び
る
か
確
認
す
る

実
地
試
験
の
一
環
で
、
嘉
島
町
の
嘉
島
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
近
く
の
圃
場
で
新
型
ト
ラ
ク
タ
ー
に
よ
る
実
演

会
を
開
き
ま
し
た
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摘
芯
を
行
う
こ
と
で
収
量
増
加
、
品

質
向
上
を
狙
う
と
と
も
に
、
新
型
ト
ラ
ク
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に
よ
る
生
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者
の
省
力
化
も
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野
に
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を
進
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す
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用
し
た
新
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ト
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は
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の
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耕
起
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、
除
草
な
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の
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数
の
作
業
を
一
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に
行
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こ
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が
で
き
ま
す
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種
蒔
き
ま
で
の
作
業
時
間
を
大
幅
に

短
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で
き
ま
す
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こ
れ
に
よ
り
、
従
来
７
月
中
旬
か
ら

８
月
頃
に
行
っ
て
い
た
種
蒔
き
を
６
月
に
１
ヶ
月
程
度

前
倒
し
し
、
よ
り
長
く
伸
び
る
よ
う
大
豆
の
成
長
を
促

進
、
７
月
に
摘
芯
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
収
穫
時
期
も

11
月
中
旬
か
ら
上

旬
へ
と
15
日
ほ
ど

早
ま
る
た
め
、
同
じ

畑
で
次
に
栽
培
す

る
作
物
へ
の
移
行

作
業
も
ス
ム
ー
ズ

に
な
る
な
ど
、
年
間

を
通
し
た
作
業
効

率
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プ
に
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る

と
担
当
者
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す
。
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６
月
16
日
の

「
父
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日
」
を

前
に
、
14
日
、

本
所
を
訪
れ
た

同
Ｊ
Ａ
酪
農
部

会
女
性
部
は
牛

乳
の
消
費
拡
大

に
向
け
た
「
父

の
日
に
乳
（
ち

ち
）
を
贈
ろ

う
！
」
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
の
一
環

と
し
て
牛
乳
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し

ま
し
た
。
同
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
ら
く
の
う
マ
ザ
ー
ズ
と

熊
本
県
酪
農
女
性
部
協
議
会
が
主
催
し
平
成
10
年
か
ら

取
り
組
ん
で
い
る
も
の
。
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
定
着
に
よ

る
牛
乳
の
消
費
拡
大
を
目
指
し
ま
す
。

　

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
９
０
０
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
の
瓶
入
り

牛
乳
は
ミ
ル
ク
缶
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
発
泡
ス
チ
ロ
ー

ル
の
入
れ
物
が
特
徴
的
。
１
本
６
０
０
円
（
税
込
）

で
、
管
内
か
ら
は
父
の
日
に
合
わ
せ
８
４
２
本
の
注
文

が
届
き
ま
し
た
。

父
の
日
に
牛
乳
を
贈
ろ
う
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テ
レ
ビ
で
ミ
ニ
ト
マ
ト
を

Ｐ
Ｒ

大
豆
新
型
ト
ラ
ク
タ
ー
実
演
会

早
期
種
蒔
き
で
収
量
増
加

　

６
月
13
日
、
食
と
農
を
つ
な
ぐ
農
業
応
援
番
組
「
伴 

都
美
子
と
A
g
r
i 

d
e 

キ
ッ
チ
ン
」
の
撮
影
が
、
嘉
島

町
の
ミ
ニ
ト
マ
ト
農
家 

藤
瀨 

修
さ
ん
の
ハ
ウ
ス
で
あ
り

ま
し
た
。

　

８
種
類
の
ミ
ニ
ト
マ
ト
を
栽
培
さ
れ
て
い
る
藤
瀨
さ
ん

一
家
は
、
２
０
１
３
年
に
農
林
水
産
省
か
ら
表
彰
を
受
け

る
な
ど
先
進
的
な
ミ
ニ
ト
マ
ト
栽
培
に
取
り
組
ま
れ
て
い

ま
す
。
撮
影
で
は
ハ
ウ
ス
や
品
種
に
対
す
る
工
夫
や
、
ミ

ニ
ト
マ
ト
に
か
け
る
想
い
を
お
話
し
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
番
組
は
２
週
構
成
と
な
っ
て
い
て
、
１
週
目
に
生
産

者
と
農
畜
産
物
、
２
週
目
に
そ
の
農
畜
産
物
を
使
っ
た
料

理
を
紹
介
。
視
聴
者
が
「
美
味
し
そ
う
」
「
作
っ
て
み
よ

う
」
と
感
じ
る
情
報
を
発
信
し
、
農
畜
産
物
の
消
費
拡
大

や
生
産
者
の
所
得
増
大
へ
と
繋
げ
て
い
き
ま
す
。

藤瀨さんのミニトマトハウスで
収獲風景を撮影中

可愛いボトルでプレゼント

新型トラクターの効果を確かめます

ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
か
ら

Ｊ
Ａ
視
察

ダ
イ
コ
ン
部
会
・ベ
ト
ナ
ム
か
ら

技
能
実
習
生
受
け
入
れ

青
壮
年
部
矢
部
支
部
が

テ
レ
ビ
で
農
業
の
魅
力
を
発
信

　

５
月
29
日
、
タ
レ
ン
ト
の
間
寛
平
さ
ん
と
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
の
寺
田
菜
々
海
さ
ん
主
演
の
バ
ラ
エ
テ
ィ
番
組

「
寛
平
ち
ゃ
ん
・
菜
々
海
の
ぶ
ら
り
旅 

熊
本
が
い
い
〜

の
」
の
取
材
が
山
都
町
で
あ
り
、
当
Ｊ
Ａ
青
壮
年
部
矢

部
支
部
が
出
演
。
主
演
の
２
人
と
通
潤
橋
の
下
で
田
植

え
体
験
を
す
る
な
ど
山
都
町
農
業
の
魅
力
を
発
信
し
ま

し
た
。

　

同
番
組
は
テ
レ
ビ
熊
本
で
毎
月
１
回
、
火
曜
日
の
19

時
か
ら
放
送
さ
れ
ま
す
。
青
壮
年
部
矢
部
支
部
が
出
演

し
た
第
３
回
「
山
都
町
を
ぶ
ら
り
」
は
６
月
11
日
に
放

送
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
Ｊ
Ａ
の
ダ
イ
コ

ン
部
会
で
は
、
外
部

の
監
理
団
体
を
通
し

て
、
ベ
ト
ナ
ム
か
ら

５
戸
の
ダ
イ
コ
ン
農

家
に
10
名
の
技
能
実

習
生
を
受
け
入
れ

し
、
農
業
の
技
術
指

導
を
し
て
い
ま
す
。

地
域
の
高
齢
化
な
ど

に
よ
る
人
手
不
足
解

消
に
繋
げ
た
い
考
え

で
す
。

　

実
習
生
は
２
人
ず

つ
各
農
家
に
配
属
さ
れ
、
ダ
イ
コ
ン
の
収
穫
や
箱
詰

め
、
出
荷
作
業
な
ど
を
学
ん
で
い
ま
す
。

　

国
の
外
国
人
技
能
実
習
制
度
は
３
年
間
の
実
習
期
間

を
設
け
て
お
り
、
日
本
の
農
業
技
術
の
伝
達
に
よ
る
国

際
農
業
の
振
興
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
実
習
１
年
目

を
「
第
１
号
生
」
と
呼
び
、
試
験
に
よ
っ
て
実
習
開
始
時

に
立
て
た
自
身
の
目
標
を
達
成
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ

れ
ば
「
第
２
号
生
」
と
な
っ
て
２
年
目
、
３
年
目
の
実
習

が
可
能
に
な
り
ま
す
。
５
月
31
日
、
当
Ｊ
Ａ
の
本
所
で

こ
の
第
２
号
生
に
な
る
た
め
の
試
験
が
開
か
れ
、
受
験

し
た
実
習
生
た
ち
は
日
本
で
さ
ら
な
る
農
業
技
術
を
身

に
つ
け
る
べ
く
筆
記
試
験
に
挑
み
ま
し
た
。
熊
本
県
内

で
は
農
業
関
係
機
関
で
約
２
０
０
０
人
の
実
習
生
を
受

け
入
れ
て
い
ま
す
。

試験終了後記念撮影

田植え体験楽しかった！記念にはいチーズ！

　

７
月
９
日
、
国
際
協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
の
「
農

民
組
織
の
設
立
・
強
化
」
コ
ー
ス
現
地
研
修
の
一
環
と

し
て
、
ア
ジ
ア
や
ア
フ
リ
カ
の
研
修
生
11
名
が
益
城
総

合
支
所
を
訪
れ
ま
し
た
。
自
国
で
農
業
協
同
組
合
を
組

織
、
ま
た
は
発
展
さ
せ
る
べ
く
、
日
本
の
Ｊ
Ａ
を
視
察

し
、
組
織
の
在
り
方
や
選
果
場
な
ど
の
運
営
に
つ
い
て

学
び
ま
し
た
。

　

熊
本
地
震
で
の
農
業
被
害
や
当
Ｊ
Ａ
の
対
応
に
つ
い

て
話
を
聞
い
た
後
、
西
瓜
選
果
場
を
視
察
。
選
果
場
の

設
備
の
充
実
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
ス
イ
カ
が
12
月
〜

６
月
と
長
期
に
わ
た
り
出
荷
さ
れ
続
け
る
こ
と
に
驚

き
、
１
つ
の
作
物
で
品
種
を
変
え
な
が
ら
、
収
穫
と
栽

培
を
同
時
進
行
さ
せ
る
手
法
に
強
い
関
心
を
抱
い
た
様

子
で
し
た
。

西瓜選果場の説明を受ける参加者

ち　

ち
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タブレットスマートフォン パソコン

①熊本食の名人が季節にあっ

た農産物を使ったレシピを

毎月ご紹介。

　料理初心者でも簡単に作れ

ます！

②管内で行われるイベントや

キャンペーン等の情報も新

たにコーナーを設けまし

た。いつでもどこでも最新

情報をチェックできます！

③広報誌や地域コミュニティ

ー誌も見やすくなりまし

た。バックナンバーを見た

い方、見逃した方はここか

ら見ることができます。

献立に困ったとき、冷蔵庫の食材が

余ったときも安心！旬の食材を使っ

た豊富なレシピが揃っています！

スマートフォンか

らぜひ見てみて下

さい！PCからはこちらPCからはこちら
検索JAかみましき

スマートフォン・タブレットはこちら→スマートフォン・タブレットはこちら→

　ＪＡかみましきホームページはより分かりやすく、よりタイムリーな情報発信に向けホームペ

ージをリニューアルしました。

　スマートフォンやタブレット等の端末からでも快適に見ていただけるようになり、イベントや

キャンペーン等の情報もトピックスやお知らせから手軽に素早く更新できるようになりました。

　今後とも、ご利用の方に使いやすいホームページの運営を目指し、内容の充実を図ってまいり

ます。ホームページを通じて、皆様により一層楽しんで頂ければ幸いです。

オススメコンテンツを
　　　　ご紹介します！
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①
益
城
地
区　

香
山
氏

Ｑ　

組
合
員
は
農
産
物
を
生
産
し
て
、
Ｊ
Ａ

に
頼
り
売
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
事
業
を

行
っ
て
い
る
の
で
、
販
売
事
業
の
数
字
は

前
年
度
と
の
実
績
比
率
が
出
て
い
る
と
わ

か
り
や
す
い
。
全
体
の
数
字
は
わ
か
る

が
、
我
々
の
農
産
物
を
ど
れ
だ
け
努
力
し

て
販
売
し
て
い
た
だ
い
た
か
目
に
わ
か
る

と
生
産
者
は
安
心
す
る
し
、
Ｊ
Ａ
の
事
業

も
一
生
懸
命
利
用
し
よ
う
と
思
う
の
で
お

願
い
し
た
い
。
剰
余
金
に
つ
い
て
、
都
市

部
に
関
し
て
は
共
済
・
金
融
で
利
益
を
上

げ
て
い
る
が
、
Ｊ
Ａ
と
し
て
我
々
生
産
者

へ
の
具
体
的
な
方
向
性
を
示
し
て
ほ
し

い
。

Ａ　

農
産
物
販
売
の
推
移
に
つ
い
て
は
、
支

所
別
座
談
会
等
で
も
し
っ
か
り
と
説
明

し
、
総
代
会
資
料
に
も
掲
載
で
き
る
よ
う

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
前
年
対
比

に
つ
い
て
、
米
穀
関
係
は
前
年
対
比
１
０

２
％
、
３
、７
５
２
万
円
の
増
、
果
実
は
前

年
対
比
１
１
１
・
７
％
、
1
億
３
０
０
万

円
の
増
、
野
菜
は
前
年
対
比
１
１
９
・
７

％
、
５
億
６
、３
０
０
万
円
の
増
、
全
体
で

前
年
対
比
１
０
８
・
４
％
、
６
億
１
、６
０

０
万
円
の
増
に
な
り
ま
す
。

②
益
城
地
区　

香
山
氏

Ｑ　

重
点
実
施
事
項
に
つ
い
て
、
経
営
継
承

支
援
の
強
化
及
び
労
働
力
の
確
保
に
つ
い

て
、
具
体
的
な
対
策
を
教
え
て
い
た
だ
き

た
い
。

Ａ　

労
働
力
の
確
保
に
つ
い
て
、
現
在
、
中
央

会
等
と
連
携
し
外
国
人
労
働
者
の
確
保
や

人
材
派
遣
等
の
募
集
を
行
う
協
議
を
重
ね

て
い
ま
す
。
Ｊ
Ａ
も
選
果
場
等
の
人
員
不
足

が
深
刻
に
な
っ
て
お
り
、
中
央
会
が
監
理
団

体
で
Ｊ
Ａ
が
事
業
者
に
な
り
農
家
や
選
果

場
で
外
国
人
労
働
者
を
利
用
で
き
る
組
織

を
立
ち
上
げ
る
よ
う
中
央
会
、
県
と
取
り
組

み
を
進
め
て
い
ま
す
。
経
営
支
援
に
つ
い
て

は
、
ニ
ラ
及
び
サ
ト
イ
モ
の
選
別
機
を
導
入

し
、
農
家
の
労
働
力
の
手
間
を
省
き
、
出
荷

作
業
の
省
力
化
に
つ
な
げ
て
い
き
生
産
力
を

上
げ
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
事
で
、
昨
年

度
に
導
入
し
ま
し
た
。
今
後
も
そ
う
い
っ
た

こ
と
を
考
え
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

Ｑ　

経
営
継
承
の
件
に
つ
い
て
、
私
を
含
め

か
な
り
の
高
齢
で
、
意
識
改
革
が
な
か
な

か
で
き
な
い
の
で
、
Ｊ
Ａ
に
セ
ミ
ナ
ー
等
を

開
い
て
も
ら
い
、
経
営
を
若
手
に
移
行
す
る

こ
と
を
進
め
て
も
ら
う
よ
う
な
意
識
改
革

を
や
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
も
う
一
つ
は
人

手
不
足
で
、
実
際
、
一
次
産
業
の
み
な
ら
ず

外
国
人
労
働
者
を
必
要
と
し
て
い
る
が
、

県
も
そ
う
い
っ
た
特
区
を
考
え
て
い
る
が

な
か
な
か
で
き
な
い
の
で
、
Ｊ
Ａ
が
主
体
に

な
っ
て
や
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
賃
金
に
つ

い
て
も
、
大
根
収
穫
の
募
集
を
出
し
た

ら
、
時
給
１
、
０
０
０
円
以
上
で
も
一
人

も
募
集
が
来
な
か
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。

今
ベ
ト
ナ
ム
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
数
年

前
に
提
携
し
て
お
り
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

は
5
〜
6
年
前
か
ら
時
給
２
、
０
０
０
円

で
外
国
人
労
働
者
を
募
集
し
て
い
る
。
対

し
て
県
は
時
給
８
０
０
円
以
下
な
の
で
募

集
が
来
な
い
の
で
は
。
県
は
公
表
し
な
い

が
、
時
給
１
、
５
０
０
円
〜
２
、
０
０
０
円

と
い
う
価
格
を
考
え
た
と
き
、
我
々
生
産

者
が
時
給
１
、
５
０
０
円
〜
２
、
０
０
０
円

出
し
て
、
外
国
人
労
働
者
が
そ
れ
に
見
合

う
労
働
生
産
力
に
な
る
の
か
疑
問
で
あ

り
、
実
態
に
合
っ
た
外
国
人
労
働
者
の
導

入
は
個
人
事
業
主
で
は
難
し
い
の
で
、
Ｊ

Ａ
が
中
心
に
な
っ
て
や
っ
て
い
た
だ
き
た

い
。

③
矢
部
地
区　

伊
藤
氏

Ｑ　

み
の
り
監
査
法
人
を
選
任
す
れ
ば
中
央

会
の
監
査
は
い
ら
な
く
な
る
の
か
。

Ａ　

今
ま
で
は
、
総
代
会
に
向
け
て
の
最
終

的
な
監
査
は
全
中
の
全
国
監
査
機
構
と
い

う
組
織
に
お
願
い
し
て
い
ま
し
た
が
、
今

度
か
ら
公
認
会
計
士
の
監
査
を
経
て
総
代

会
と
い
う
事
に
な
り
ま
す
。

④
矢
部
地
区　

伊
藤
氏

Ｑ　

み
の
り
監
査
法
人
と
は
Ｊ
Ａ
関
係
の
組

織
な
の
か
。

Ａ　

独
立
し
た
会
計
監
査
人
で
す
が
、
Ｊ
Ａ

は
民
間
企
業
と
は
違
う
の
で
、
熊
本
県
に

お
い
て
は
今
ま
で
中
央
会
に
い
た
監
査
部

第
18
回
通
常
総
代
会
提
出
議
案

○
第
１
号
議
案

平
成
30
年
度
事
業
報
告
及
び
剰
余
金
処
分

案
に
つ
い
て

○
第
２
号
議
案

令
和
元
（
２
０
１
９
）
年
度
事
業
計
画
及
び

関
連
事
項
に
つ
い
て

○
第
３
号
議
案

定
款
の
変
更
に
つ
い
て

○
第
４
号
議
案

監
事
監
査
規
程
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

○
第
５
号
議
案

会
計
監
査
人
の
選
任
に
つ
い
て

○
第
６
号
議
案

Ｊ
Ａ
活
動
総
合
３
ヵ
年
計
画
に
つ
い
て

○
第
７
号
議
案

農
事
組
合
法
人
へ
の
加
入
に
つ
い
て

○
第
８
号
議
案

「
自
己
改
革
取
組
宣
言
」
の
取
り
組
み
に

関
す
る
特
別
決
議

附
帯
決
議

　

本
日
の
決
議
事
項
中
、
軽
微
な
事
項
の
変

更
・
修
正
及
び
誤
算
・
誤
字
の
訂
正
並
び
に

法
令
、
そ
の
他
行
政
庁
の
指
示
に
よ
る
必
要

な
修
正
加
除
は
、
こ
れ
を
理
事
会
に
一
任
す

る
も
の
と
す
る
。

報
告
事
項

１
．
「
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
基
本
方
針
」
の
変
更
に
つ

い
て

２
．
熊
本
県
農
業
者
政
治
連
盟
上
益
城
総
支

部
活
動
報
告
書

総
代
会
で
の
主
な
意
見
・
要
望
事
項
と
Ｊ
Ａ
の
回
答

　
　
　

〜
紙
面
の
都
合
上
、
一
部
紹
介
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
〜

議長の川野伸一氏

　

平成30年度主要事業実績
26億3,700万円

5億1,009万円

6億0,665万円

75億7,724万円

76億9,481万円

712億0,554万円

219億4,892万円

3,113億2,076万円

5,302万円

1億5,000万円

事 業 総 利 益

経 常 利 益

当 期 剰 余 金

販売品販売高

購買品供給高

貯 金 残 高

貸 出 金 残 高

長期共済保有高

出 資 配 当 金

事業分量配当金

の
職
員
が
み
の
り
監
査
法
人
に
出
向
す
る

形
に
な
り
ま
す
。
公
認
会
計
士
に
つ
い
て

も
、
78
名
で
各
県
1
名
以
上
の
公
認
会
計

士
を
そ
ろ
え
た
中
で
事
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。

⑤
矢
部
地
区　

伊
藤
氏

Ｑ　

農
業
が
こ
れ
か
ら
厳
し
い
状
況
に
な
り

弱
体
化
し
て
い
く
中
で
、
単
純
に
利
益
が

あ
が
っ
た
と
い
う
の
で
は
な
く
、
そ
れ
を

ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
の
か
が
大
事
に
な

り
、
中
山
間
地
域
の
事
を
考
え
な
い
と
大

変
な
こ
と
に
な
る
の
で
、
ど
う
農
村
を
守

る
の
か
を
真
剣
に
考
え
て
い
た
だ
き
た

い
。
来
年
は
役
員
改
選
が
あ
る
の
で
、
地

域
の
事
を
一
生
懸
命
考
え
て
い
る
人
が
立

候
補
し
て
役
員
に
な
り
、
危
機
感
を
も
っ

て
運
営
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
た

い
。

第18回通常総代会を開催

挨
拶
を
行
う

　

梶
原
組
合
長

挨
拶
を
行
う

　

梶
原
組
合
長

　６月21日、第18回通常総代会を嘉

島町民会館ホール「アクア」で開催

しました。総代306人が出席し議長

の川野伸一氏による議事進行のも

と、平成30年度事業報告や令和元年

度事業計画など８議案がすべて可

決・承認されました。
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①
益
城
地
区　

香
山
氏

Ｑ　

組
合
員
は
農
産
物
を
生
産
し
て
、
Ｊ
Ａ

に
頼
り
売
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
事
業
を

行
っ
て
い
る
の
で
、
販
売
事
業
の
数
字
は

前
年
度
と
の
実
績
比
率
が
出
て
い
る
と
わ

か
り
や
す
い
。
全
体
の
数
字
は
わ
か
る

が
、
我
々
の
農
産
物
を
ど
れ
だ
け
努
力
し

て
販
売
し
て
い
た
だ
い
た
か
目
に
わ
か
る

と
生
産
者
は
安
心
す
る
し
、
Ｊ
Ａ
の
事
業

も
一
生
懸
命
利
用
し
よ
う
と
思
う
の
で
お

願
い
し
た
い
。
剰
余
金
に
つ
い
て
、
都
市

部
に
関
し
て
は
共
済
・
金
融
で
利
益
を
上

げ
て
い
る
が
、
Ｊ
Ａ
と
し
て
我
々
生
産
者

へ
の
具
体
的
な
方
向
性
を
示
し
て
ほ
し

い
。

Ａ　

農
産
物
販
売
の
推
移
に
つ
い
て
は
、
支

所
別
座
談
会
等
で
も
し
っ
か
り
と
説
明

し
、
総
代
会
資
料
に
も
掲
載
で
き
る
よ
う

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
前
年
対
比

に
つ
い
て
、
米
穀
関
係
は
前
年
対
比
１
０

２
％
、
３
、７
５
２
万
円
の
増
、
果
実
は
前

年
対
比
１
１
１
・
７
％
、
1
億
３
０
０
万

円
の
増
、
野
菜
は
前
年
対
比
１
１
９
・
７

％
、
５
億
６
、３
０
０
万
円
の
増
、
全
体
で

前
年
対
比
１
０
８
・
４
％
、
６
億
１
、６
０

０
万
円
の
増
に
な
り
ま
す
。

②
益
城
地
区　

香
山
氏

Ｑ　

重
点
実
施
事
項
に
つ
い
て
、
経
営
継
承

支
援
の
強
化
及
び
労
働
力
の
確
保
に
つ
い

て
、
具
体
的
な
対
策
を
教
え
て
い
た
だ
き

た
い
。

Ａ　

労
働
力
の
確
保
に
つ
い
て
、
現
在
、
中
央

会
等
と
連
携
し
外
国
人
労
働
者
の
確
保
や

人
材
派
遣
等
の
募
集
を
行
う
協
議
を
重
ね

て
い
ま
す
。
Ｊ
Ａ
も
選
果
場
等
の
人
員
不
足

が
深
刻
に
な
っ
て
お
り
、
中
央
会
が
監
理
団

体
で
Ｊ
Ａ
が
事
業
者
に
な
り
農
家
や
選
果

場
で
外
国
人
労
働
者
を
利
用
で
き
る
組
織

を
立
ち
上
げ
る
よ
う
中
央
会
、
県
と
取
り
組

み
を
進
め
て
い
ま
す
。
経
営
支
援
に
つ
い
て

は
、
ニ
ラ
及
び
サ
ト
イ
モ
の
選
別
機
を
導
入

し
、
農
家
の
労
働
力
の
手
間
を
省
き
、
出
荷

作
業
の
省
力
化
に
つ
な
げ
て
い
き
生
産
力
を

上
げ
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
事
で
、
昨
年

度
に
導
入
し
ま
し
た
。
今
後
も
そ
う
い
っ
た

こ
と
を
考
え
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

Ｑ　

経
営
継
承
の
件
に
つ
い
て
、
私
を
含
め

か
な
り
の
高
齢
で
、
意
識
改
革
が
な
か
な

か
で
き
な
い
の
で
、
Ｊ
Ａ
に
セ
ミ
ナ
ー
等
を

開
い
て
も
ら
い
、
経
営
を
若
手
に
移
行
す
る

こ
と
を
進
め
て
も
ら
う
よ
う
な
意
識
改
革

を
や
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
も
う
一
つ
は
人

手
不
足
で
、
実
際
、
一
次
産
業
の
み
な
ら
ず

外
国
人
労
働
者
を
必
要
と
し
て
い
る
が
、

県
も
そ
う
い
っ
た
特
区
を
考
え
て
い
る
が

な
か
な
か
で
き
な
い
の
で
、
Ｊ
Ａ
が
主
体
に

な
っ
て
や
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
賃
金
に
つ

い
て
も
、
大
根
収
穫
の
募
集
を
出
し
た

ら
、
時
給
１
、
０
０
０
円
以
上
で
も
一
人

も
募
集
が
来
な
か
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。

今
ベ
ト
ナ
ム
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
数
年

前
に
提
携
し
て
お
り
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

は
5
〜
6
年
前
か
ら
時
給
２
、
０
０
０
円

で
外
国
人
労
働
者
を
募
集
し
て
い
る
。
対

し
て
県
は
時
給
８
０
０
円
以
下
な
の
で
募

集
が
来
な
い
の
で
は
。
県
は
公
表
し
な
い

が
、
時
給
１
、
５
０
０
円
〜
２
、
０
０
０
円

と
い
う
価
格
を
考
え
た
と
き
、
我
々
生
産

者
が
時
給
１
、
５
０
０
円
〜
２
、
０
０
０
円

出
し
て
、
外
国
人
労
働
者
が
そ
れ
に
見
合

う
労
働
生
産
力
に
な
る
の
か
疑
問
で
あ

り
、
実
態
に
合
っ
た
外
国
人
労
働
者
の
導

入
は
個
人
事
業
主
で
は
難
し
い
の
で
、
Ｊ

Ａ
が
中
心
に
な
っ
て
や
っ
て
い
た
だ
き
た

い
。

③
矢
部
地
区　

伊
藤
氏

Ｑ　

み
の
り
監
査
法
人
を
選
任
す
れ
ば
中
央

会
の
監
査
は
い
ら
な
く
な
る
の
か
。

Ａ　

今
ま
で
は
、
総
代
会
に
向
け
て
の
最
終

的
な
監
査
は
全
中
の
全
国
監
査
機
構
と
い

う
組
織
に
お
願
い
し
て
い
ま
し
た
が
、
今

度
か
ら
公
認
会
計
士
の
監
査
を
経
て
総
代

会
と
い
う
事
に
な
り
ま
す
。

④
矢
部
地
区　

伊
藤
氏

Ｑ　

み
の
り
監
査
法
人
と
は
Ｊ
Ａ
関
係
の
組

織
な
の
か
。

Ａ　

独
立
し
た
会
計
監
査
人
で
す
が
、
Ｊ
Ａ

は
民
間
企
業
と
は
違
う
の
で
、
熊
本
県
に

お
い
て
は
今
ま
で
中
央
会
に
い
た
監
査
部

第
18
回
通
常
総
代
会
提
出
議
案

○
第
１
号
議
案

平
成
30
年
度
事
業
報
告
及
び
剰
余
金
処
分

案
に
つ
い
て

○
第
２
号
議
案

令
和
元
（
２
０
１
９
）
年
度
事
業
計
画
及
び

関
連
事
項
に
つ
い
て

○
第
３
号
議
案

定
款
の
変
更
に
つ
い
て

○
第
４
号
議
案

監
事
監
査
規
程
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

○
第
５
号
議
案

会
計
監
査
人
の
選
任
に
つ
い
て

○
第
６
号
議
案

Ｊ
Ａ
活
動
総
合
３
ヵ
年
計
画
に
つ
い
て

○
第
７
号
議
案

農
事
組
合
法
人
へ
の
加
入
に
つ
い
て

○
第
８
号
議
案

「
自
己
改
革
取
組
宣
言
」
の
取
り
組
み
に

関
す
る
特
別
決
議

附
帯
決
議

　

本
日
の
決
議
事
項
中
、
軽
微
な
事
項
の
変

更
・
修
正
及
び
誤
算
・
誤
字
の
訂
正
並
び
に

法
令
、
そ
の
他
行
政
庁
の
指
示
に
よ
る
必
要

な
修
正
加
除
は
、
こ
れ
を
理
事
会
に
一
任
す

る
も
の
と
す
る
。

報
告
事
項

１
．
「
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
基
本
方
針
」
の
変
更
に
つ

い
て

２
．
熊
本
県
農
業
者
政
治
連
盟
上
益
城
総
支

部
活
動
報
告
書

総
代
会
で
の
主
な
意
見
・
要
望
事
項
と
Ｊ
Ａ
の
回
答

　
　
　

〜
紙
面
の
都
合
上
、
一
部
紹
介
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
〜

議長の川野伸一氏

　

平成30年度主要事業実績
26億3,700万円

5億1,009万円

6億0,665万円

75億7,724万円

76億9,481万円

712億0,554万円

219億4,892万円

3,113億2,076万円

5,302万円

1億5,000万円

事 業 総 利 益

経 常 利 益

当 期 剰 余 金

販売品販売高

購買品供給高

貯 金 残 高

貸 出 金 残 高

長期共済保有高

出 資 配 当 金

事業分量配当金

の
職
員
が
み
の
り
監
査
法
人
に
出
向
す
る

形
に
な
り
ま
す
。
公
認
会
計
士
に
つ
い
て

も
、
78
名
で
各
県
1
名
以
上
の
公
認
会
計

士
を
そ
ろ
え
た
中
で
事
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。

⑤
矢
部
地
区　

伊
藤
氏

Ｑ　

農
業
が
こ
れ
か
ら
厳
し
い
状
況
に
な
り

弱
体
化
し
て
い
く
中
で
、
単
純
に
利
益
が

あ
が
っ
た
と
い
う
の
で
は
な
く
、
そ
れ
を

ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
の
か
が
大
事
に
な

り
、
中
山
間
地
域
の
事
を
考
え
な
い
と
大

変
な
こ
と
に
な
る
の
で
、
ど
う
農
村
を
守

る
の
か
を
真
剣
に
考
え
て
い
た
だ
き
た

い
。
来
年
は
役
員
改
選
が
あ
る
の
で
、
地

域
の
事
を
一
生
懸
命
考
え
て
い
る
人
が
立

候
補
し
て
役
員
に
な
り
、
危
機
感
を
も
っ

て
運
営
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
た

い
。

第18回通常総代会を開催

挨
拶
を
行
う

　

梶
原
組
合
長

挨
拶
を
行
う

　

梶
原
組
合
長

　６月21日、第18回通常総代会を嘉

島町民会館ホール「アクア」で開催

しました。総代306人が出席し議長

の川野伸一氏による議事進行のも

と、平成30年度事業報告や令和元年

度事業計画など８議案がすべて可

決・承認されました。



　熊本はトルコギキョウ生産面積日本一！上益城
では一年中栽培出荷がされています。今回はトル
コギキョウ研究会長の永本智裕会長（御船町）に
お話しを聞いてきました。
　永本会長は就農14年目。お父様の末男さんと一
緒に花卉や普通作を栽培されています。トルコギ
キョウの栽培で一番楽しいことは、きちんと育っ
たトルコギキョウを収穫する時と苗がきれいにそ
ろって出来た時だそうです。逆に収穫できない
時、つまり枯れてしまったときがつらいのだそう

です。夏の温度の関係などで、年間10%ほどロスがあるそうで
す。多くの品種があるトルコギキョウ、中でも永本会長の好きな
品種は海ほのかです。理由は、海ほのかはとても素直に育ってく
れ、苗が良く出来ると収穫率も高いのだそうです。また単価も安
定しているからだそうです。
　研究会では、より良い商品を作るために他の地域やメーカーの
圃場に視察研修に行っているそうです。また研究会員同士で意見
交換を頻繁にしているそうです。研究会は少人数で仲も良いと教
えていただきました。研究会でも個人でもこれから取り組んでい
きたいことは「品質向上！！」と力強い回答を頂きました。

JA上益城居宅介護支援事業所
虹のかけ橋

☎0967-73-1253
☎096-234-0009

「福祉体験」通所・サポートセンター虹

どう　ゆう　のうきょう

あおぞら

何かご相談があればＪＡへ！
ケアマネジャーがあなたに寄り添いサポートし
ます。

資格をお持ちの方はもちろん、福祉の仕事に興
味のある方、各事業所で一緒に働いてみません
か？まずは、お電話下さい。

　「うわー　きれいかー」花菖蒲でした。
　きれいな花の中で、記念撮影。
　きれいな人、それなりに。普通の人、より美し
く、華に負けないで。

　今日の調査はＪＡかみましきの　げんきなデイサービス「あおぞら」です。
あおぞらは「要支援２」までの認定の、比較的元気な方たちのためのデイサー
ビス施設です。
　月曜日から金曜日までに週に１人１回ずつ、約100名の方たちが通って利用さ
れています。
　体の機能を高めるための体操や、お食事、レクレーション、近くのＡコープ
店での楽しいお買い物など充実した１日を過ごせる施設です。
　７月12日、夕方６時54分からＫＡＢで放送されました。

　平成８年にホームヘルパーの養成を始めました。福祉事業への第一歩で
した。
　平成15年行政委託事業にて、元気な高齢者の通うデイサービスあおぞら
に取り組み、地域の高齢者にとって無くてはならない場所になりました。
　現在、居宅介護支援事業所と訪問介護事業所では在宅生活を見守り、ま
た、４施設の通所介護事業（利用者186名）、宿泊２施設（利用者18名）、
介護付き有料老人ホーム（14床）、住宅型有料老人ホーム（15床）、配食
サービス等、このような事業を包括的に展開しています。
　組合員および地域住民の老後を安心して暮らしていける地域づくりに貢献
することを目的に福祉事業に取組ん
でいる総合農協のＪＡかみましきで
す。

お出かけ
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JAかみましき　福祉センター
☎0967-73-1211

　最後に一言『花を飾れば心が豊かに！』と元気よく締めて
いただきました。

トルコギキョウ
研究会

トルコギキョウ
研究会

出荷されるトルコギキョウ

授賞式での永本さん（右）

　６／４～７、甲佐中学校３年生の福祉体験学習がありました。
　入浴後の整髪介助や脳トレパズル・貼り絵の作業を手伝って頂きました。最
終日に歌のプレゼントがあり若いエネルギーを感じることが出来ました。

　永本末男さんが６月17日、先進的な花卉経営や、地
域農家の技術力向上への長年にわたる貢献、また、指導
農業士として次世代農家の育成に尽力されたことなどを
称えられ、平成30年度花卉園芸功労者表彰を受賞され
ました！
　御船町のバラ農家 緒方鎭雄さんに誘われ昭和59年に
花卉栽培を開始。４年後の63年に、まだ生産者が少な
かったトルコギキョウ栽培を地域に先駆け開始しまし
た。その後も、自動潅水などの省力施設の導入や、県下
初のエコファーマー取得など、先進的な花卉経営を展開
されています。

花卉園芸功労者表彰で受賞！

ＤＯ ＹＯＵ のうぎょう

永本末男さん・智裕さん
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営農指導員・担当職員の紹介営農指導員・担当職員の紹介 ＪＡかみましき管内には27名の営農指導員と17名の農家経営診断士がいます。
各営農センターでは、営農指導員が担当地区にて巡回指導を行っています。
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括

電話 ：096－234－1156
農産携帯：090－9405－0998
園芸携帯：090－9405－0999

第１営農センター

電話：096－286－9250
携帯：080－2780-5001

第2営農センター
農産園芸課

村上 恭央 課長補佐
農産全般統括
（米・麦・大豆）

本田 晃士朗
嘉島CE

（米・麦・大豆）

橋口 翔悟
甲佐CE

（米・麦・大豆）

田﨑 正悟
甲佐CE

（米・麦・大豆）

志垣 保博
甲佐CE

林 千春
事務全般

前村 太樹
園芸

（ミニトマト・キュウリ・ゴーヤ）

田中 莉那
園芸補助

西浦 雄聖
園芸

（スイカ・大根・甘藷）

徳山 貴史 主任
園芸

（メロン・ニラ・南瓜）

西坂 武士 課長
指導販売全般統括

（園芸）

松本 英利 主任
園芸・樹芸

（スイカ・大根）

大庫 信幸 課長
経理全般統括
（普通作）
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広
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セ
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長

山
都
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統
括

農産携帯：090－9576－6733
園芸携帯：090－9573－0015

電話：0967－73－1250第3営農センター

大濵貴一郎 課長
園芸全般統括

中嶋 美聖 係長
園芸全般

（トマト・椎茸・里芋）

山崎 義人
園芸

（ピーマン・栗・筍・柚子）

小松 和也
園芸

（中玉トマト・ミニトマト）

北村 崇馬
園芸・花卉

（キャベツ・イチゴ）

伴 英太郎
園芸

（キュウリ・ニラ・チンゲンサイ）

園芸課 農産課

儀藤 善行 課長
園芸全般統括

藏原 武尊 係長
花卉・園芸

（園芸全般・花卉）

西村 謙一 主任
園芸・樹芸

（ニラ・イチゴ）

後藤昇（果実連出向）
果樹

（みかん・柿・栗・桃）

沼 大海
園芸・特産

（茶・筍・ナス）

平田 拓海
果樹・園芸
（全般補助）

園芸課

営農指導に関するお問い合わせはお気軽に
各営農指導センターへお尋ねください。

本田るり子
事務全般

藤嶋 隆行
嘉島CE

園田 勝巳
甲佐CE

石橋 亮
嘉島CE

佐野 敬一

木村 孝誠 井崎 博子 山下 博司 加藤 正幸 山崎真裕美

田原 安盛 課長補佐 歌野 寿美 主任
特産

（茶・葉巻）

荒木 脩成
農産・樹芸
（普通作）

上田 智章
農産・畜産

（酒米・酪農・和牛）

加工・農産課

藤川 博志仁田水芳子

山下 博哉 渡辺 正英 中村 秀子 田丸テルミ 中村 賢一 日隈 龍行

農産全般統括
（普通作・種子）

龍田 大稀
全般補助

清和野菜選果場

営農センター事務清和野菜選果場矢部野菜集荷場矢部野菜集荷場下名連石集荷場

茶・栗・特産矢部茶工場

機械銀行矢部茶工場事務

営農センター事務矢部茶工場矢部茶工場精米所
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ご購入を検討の方はこちらまで　JAかみましき購買部　TEL 096-234-1193

もしもの時はお電話下さい 自動車事故の時は
お電話下さい天昇院ましき 天昇院みふね

益城町惣領1414の2 御船町御船948の1

096-281-1059
090-4982-1059

ＴＥＬ

夜  間

096-289-1059
090-4982-1059

ＴＥＬ

夜  間

24時間対応しています 相談も随時受付中

ＪＡかみましき　共済部自動車査定課
　０９６－２３４－１３１１
ＪＡ共済事故受付センター
　０１２０－２５８－９３１
　　　　　（24時間365日対応）
　・事故受付とアドバイス
　・夜間休日初期対応サービス
　・夜間休日現場急行サービス
　・休日契約者面談サービス　対応

ＪＡ共済サポートセンター
　０１２０－０６３－９３１
　　　　　（24時間365日対応）
　・レッカーサービス
　・ロードサービス　対応
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ＪＡからのお知らせ

HAPPY BABYHAPPY BABY

父　牧村　勇希さん
母　牧村　裕子さん
（益城町）
じぃじ、ばぁば、みんな大好き♡

一
、
令
和
元
年
度
理
事
及
び
監
事
個
々
に
対
す
る
役
員
報
酬
額
の

決
定
（
案
）
に
つ
い
て

二
、
理
事
会
運
営
規
程
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

三
、
固
定
資
産
取
得
並
び
に
建
設
委
員
会
の
設
置
（
案
）
に
つ
い
て

四
、
固
定
資
産
の
取
得
（
案
）
に
つ
い
て

五
、
業
務
報
告
書
の
行
政
庁
へ
の
提
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０
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９
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融
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Ａ
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Ａ
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プ
く
ま
も
と
農
機
・
自
動
車
大
展
示
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開
催
に
つ
い
て

四
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総
代
会
の
結
果
及
び
支
所
運
営
委
員
会
並
び
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支
所
別
座
談
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の
結
果
に
つ
い
て

五
、
役
員
賠
償
責
任
保
険
の
加
入
に
つ
い
て

六
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25
回
Ｊ
Ａ
熊
本
県
大
会
決
議
共
通
３
ヵ
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目
標
進
捗
状
況

に
つ
い
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、
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Ａ
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動
総
合
３
ヵ
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計
画
（
平
成
30
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度
末
）
進
捗
状
況

に
つ
い
て

八
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６
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末
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業
実
績
に
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九
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行
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過
及
び
行
事
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定
に
つ
い
て
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７
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９
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ル
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理
事
会
だ
よ
り

議　
　

事

　

理
事
会
に
て
以
上
７
つ
の
提
案
が
あ
り
、
す
べ
て
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

マッチング広場マッチング広場
売却希望商品

生産コスト低減生産コスト低減
JA自己改革JA自己改革

このコーナーでは、わが家
の可愛いお子さん、お孫さ
んをご紹介！写真大募集中
です！
詳しくは、お近くの支所の
ＬＡまでお尋ね下さい。

８月のイベント

※毎週水曜日はとれたて市場
　ポイント３倍デー

7（水）

1（木）

4（日）

包丁研ぎ（とれたて市場嘉島店）～２５日

相続相談会（御船支所）

第56回農機自動車大展示会（グランメッセ熊本）～３日まで

年金相談会（矢部支所）
ローン相談会（各支所）

19（月）

侑茉ちゃん

型　式

メーカー・商品名

ＧＬ２６０

使用年数

クボタトラクターＧＬ２６０

中古で購入後５年間使用

開催場所：ＪＡかみましき　御船支所・甲佐支所・嘉島支所・益城支所・矢部支所・清和支所

ＪＡでは、各種農業資金や住宅ローン・リフォーム

ローン・マイカーローン・教育ローン等の各種ロ

ーンをご用意しております。

なんでもご相談下さい。

ＪＡかみましき 各種ローン休日相談会ＪＡかみましき 各種ローン休日相談会
開催日時：令和元年８月４日（日）
　　　　　午前9:00～午後4:00
　　　　　全支所にて

開催日時：令和元年８月４日（日）
　　　　　午前9:00～午後4:00
　　　　　全支所にて



ご購入を検討の方はこちらまで　JAかみましき購買部　TEL 096-234-1193

もしもの時はお電話下さい 自動車事故の時は
お電話下さい天昇院ましき 天昇院みふね

益城町惣領1414の2 御船町御船948の1

096-281-1059
090-4982-1059

ＴＥＬ

夜  間

096-289-1059
090-4982-1059

ＴＥＬ

夜  間

24時間対応しています 相談も随時受付中

ＪＡかみましき　共済部自動車査定課
　０９６－２３４－１３１１
ＪＡ共済事故受付センター
　０１２０－２５８－９３１
　　　　　（24時間365日対応）
　・事故受付とアドバイス
　・夜間休日初期対応サービス
　・夜間休日現場急行サービス
　・休日契約者面談サービス　対応

ＪＡ共済サポートセンター
　０１２０－０６３－９３１
　　　　　（24時間365日対応）
　・レッカーサービス
　・ロードサービス　対応
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ＪＡからのお知らせ

HAPPY BABYHAPPY BABY

父　牧村　勇希さん
母　牧村　裕子さん
（益城町）
じぃじ、ばぁば、みんな大好き♡
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今月は「ダイコン」レシピ！

作り方
①豚バラに塩、酒をふりかけ３０分おく。鍋にお湯をわかし、片栗粉をまぶした豚バラをくぐらせる。ボウルに
用意した氷水にサッと通らせすぐざるにあげる。

②ダイコン２分の１本を大根おろしにし、ほめられ酢で味付けする。
③スライストマトの上に②を乗せ、その上に豚バラを小高く盛りつける。小ネギを散らせば完成！
アレンジレシピ：豚バラをタイに置き換えてもＯＫ！
　　　　　　　タイは切り身に塩を振り10分ほどおいたら、両面に片栗粉をふり、熱湯で湯がく。
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ワンポイントアドバイス

　世界最古の野菜の一つダイコン。日本でも『古事記』に登場したり、春の七草
に「すずしろ」として数えられるなど古くから親しまれています。
保存は０度が適温。ラップでピッタリ包み、立てて保存しましょ
う。

さっぱり大根のおろし和え
材 料
４人分

作り方
①生ハム、トマトをダイコンの大きさにカット。シソを半分にカットしておく。
②大根を１～２ｍｍの輪切りに薄くスライスし、被る程度の塩水に２時間つける。塩水から引きあげたら水分
を取り、ひたひたのラッキョウ酢に２時間以上漬けて充分なじませる。なじんだらダイコンを一枚ずつキッ
チンペーパーに広げて水分を取る。

③広げたダイコンの上にシソ、生ハムの順に置いてたたむ。間にトマトを挟んだら出来上がり！

大根で和風カプレーゼ
材 料
４人分

ダイコン…２分の１本
塩…………適量
ラッキョウ酢
　　　　…ひたひたに被る程度
シソ………輪切りダイコンの枚数分
生ハム……ダイコンの大きさにカットして40枚分
トマト（大玉）
　　　　…４分の１個

豚バラスライス
　　　　…180g
酒…………大さじ１
塩…………ひとつまみ
片栗粉……適量
ダイコン…２分の１本

ほめられ酢……100cc
トマト（大玉）
　　　　　……１個
小ネギ…………適量


